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夏季期間における海難の傾向分析



レポートの概要

本レポートは、夏季期間における海難防止に資することを目的として、平成24年から平成28年ま

での５年間に発生した事故状況から、夏季に発生する海難の傾向分析を行い、船舶・人身事故の両面

から事故の特徴や注意点を整理したもので、本結果を基に海難防止啓発活動を推進すると共に、船舶

操船者やマリンレジャー活動者の安全意識の向上を目指すものです。
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１. 船舶事故発生状況（H24－H28累計）※不可抗力による事故を除く、以降の事故隻数も同様

（隻）

7、8月が事故発生数ＴＯＰ２

全体の約３割

 夏季はプレジャーボートの事故が最も多い
 プレジャーボートの事故は夏季に大幅に増加し、年間総数の約３割を占める



0 0 1

5
3

0 1 0 0 1
3

6

0 1 0 1
3 4

9 9

3 2
0 1

8
11

2 1
3

1 0

5

14

1
4

2
0 1

5

11

1
3

6 5 4 5 6 6

1 2
0

5
2

8

0 1 0 0
2

5 4

0
0

5

10

15

20

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

１日２日３日４日５日６日７日８日９日 １０

日

１１

日

１２

日

１３

日

１４

日

１５

日

１６

日

１７

日

１８

日

１９

日

２０

日

２１

日

２２

日

２３

日

２４

日

２５

日

２６

日

２７

日

２８

日

２９

日

３０

日

３１

日

１日２日３日４日５日６日７日８日９日 １０

日

１１

日

１２

日

１３

日

１４

日

１５

日

１６

日

１７

日

１８

日

１９

日

２０

日

２１

日

２２

日

２３

日

２４

日

２５

日

２６

日

２７

日

２８

日

２９

日

３０

日

３１

日

７月 ８月

Ｈ２７年７～８月：１８８隻

2. プレジャーボートの日別事故発生状況
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御盆期間

山の日（祝日）
が新設
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3. ７-８月プレジャーボートの事故発生曜日別発生状況（H24-H28累計）

日・祝日, 

415隻, 

38%

月, 90隻, 

8%
火, 75隻, 7%

水, 102隻, 

9%

木, 89隻, 8%

金, 101隻, 

9%

土, 232隻, 

21%

【曜日別の割合】

【土日祝日の時間別発生状況】

約6割

1,104隻

（隻）

日中に発生

花火大会関連の事故が影響
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【平日の時間別発生状況】
（隻）

 ７月、８月の事故は、土日祝日で約6割発生し、特に日中に集中している



機関故障等, 

297隻, 27%

衝突, 231

隻, 21%

乗揚, 171隻, 

15%

推進器障害, 77隻, 

7%

無人漂流等, 69隻, 

6%

浸水, 51隻, 5%

転覆, 46隻, 4%

安全阻害, 46隻, 

4%

舵障害, 7隻, 1%

その他, 109隻, 

10%
約6割
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舵障害 その他

4. プレジャーボートの事故種類別発生状況（H24-H28累計）

事故種類月別の構成 ７-８月の事故別種類の割合

1,104隻

※機関故障等とは、機関故障、過放電、燃料欠乏。以下同じ

※安全阻害とは、荒天難航、船体傾斜、走錨。以下同じ

7-8月の事故発生件数ランキング

1位 機関故障等

2位 衝突

3位 乗揚

全体の約6割

を占める

（隻）



モーターボート, 

578隻, 52%
クルーザーボート, 

104隻, 9%

ゴムボート, 43隻, 4%

水上オートバイ, 

229隻, 21%

クルーザーヨット, 

76隻, 7%

カヌー, 31隻, 3%

ディンギーヨット, 16隻, 2% その他, 27隻, 2%

機関故障等, 

244隻, 34%

衝突, 153隻, 

21%乗揚, 123隻, 17%

推進器障害, 

42隻, 6%

無人漂流等, 37

隻, 5%

転覆, 33隻, 5%

浸水, 30隻, 4%

安全阻害, 18隻, 2%

その他, 45隻, 6%

衝突, 67隻, 29%

機関故障等, 39隻, 

17%
操船技能不足, 31隻, 

13%

推進器障害, 30隻, 

13%

無人漂流等, 23隻, 

10%

乗揚, 15隻, 7%

浸水, 11隻, 5%
その他, 13隻, 6%

5. プレジャーボートの用途別事故発生状況（H24-H28累計）

７-８月の用途別の割合

７-８月のモーターボート等事故種類の割合

725隻

1,104隻121 
92 105 

143 

234 

177 

287 291 

235 240 
214 

155 

78 

151 

0

200

400

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

モーターボート 水上オートバイ クルーザーボート

クルーザーヨット ゴムボート カヌー

ディンギーヨット その他

プレジャーボート用途月別の構成

７-８月の水上オートバイ事故種類の割合

229隻

モーターボート、

クルーザーボー

ト、ゴムボートで

全体の約7割

約3割約3割

※モータボート等と

は、モーターボート、

クルーザーボート、

ゴムボートを含めた

値、以下同じ

約2割

7，8月で全体の6割



20代以下, 58隻, 

25%

30代, 92隻, 

40%

40代, 60隻, 

26%

50代, 16隻, 7%

60代, 1隻, 1% 不明, 2隻, 1%

約9割

20代以下, 40隻, 5%

30代, 77隻, 11%

40代, 136隻, 

19%

50代, 161隻, 

22%

60代, 208隻, 

29%

70代以上, 92隻, 13%

不明, 11隻, 1%

約7割

20代以下, 114隻, 

10%

30代, 187隻, 

17%

40代, 222隻, 

20%
50代, 206隻, 

19%

60代, 252隻, 

23%

70代以上, 107隻, 10%

不明, 16隻, 1%

6. 7－8月のプレジャーボートの操船者年代別の割合（H24-H28累計）

プレジャーボート モーターボート等

1,104隻

水上オートバイ

725隻

モーターボート等の事故発生件数ランキング

1位 60代

2位 50代

3位 40代

水上オートバイの事故発生件数ランキング

1位 30代

2位 40代

3位 20代

全体の約7割を

占める

全体の約9割を

占める

229隻



船体機器整備不良, 

101隻, 34%

整備不良, 

169隻, 57%

取扱不注意, 

17隻, 6%

不完全修理, 5隻, 1%

その他, 5隻, 2%

約9割

【故障箇所・状況別の割合】

過放電, 62隻, 

23%

燃料系, 54

隻, 20%燃料欠乏, 39

隻, 14%

電気系, 37隻, 

14%

冷却水系, 36隻, 

13%

軸系, 11隻, 4%

その他, 11隻, 

4%

補機系, 6隻, 2%

空気系, 5隻, 2% シリンダ, 5隻, 2%
その他, 4隻, 2%

機

関

故

障

等

過放電
バッテリーの残容量を確認せず出港し、沖合いで魚群探知機や
レーダーを使用し続けバッテリーが上がったもの。

燃料系
燃料フィルターの汚れを確認せず出港し、フィルターが詰まっ
たもの。

電気系
点火プラグやセルモーターの不具合を放置し、沖合いで機関が
始動できなくなったもの。

燃料欠乏 燃料残量を確認せず出港し、燃料切れとなったもの。

冷却水系
海水ポンプインペラを長時間交換せず使用し、インペラが破損、
機関停止となったもの。

軸系
クラッチオイルの量を確認せず、機関を始動し、焼き付いたも
の。

7. ７-８月のプレジャーボートの機関故障等発生状況（H24-H28累計）

主な事例

270隻

【原因別の割合】

297隻

 機関故障の多くは発航前の検査や日常点検などの定期的な整備により防止することが可能



航行中, 75隻, 

41%

遊走, 34

隻, 18%
漂泊（機関：断）, 

25隻, 14%

錨泊, 22隻, 

12%

漂泊（機関：入）, 

22隻, 12%

その他, 6隻, 3%

約4割

見張り不十分, 

163隻, 71%

操船不適切, 

64隻, 28%

船位不確認, 3隻, 1%
その他, 1隻, 0%

8. ７-８月プレジャーボートの衝突事故発生状況（H24-H28累計）

漂泊・錨泊中も見張りが重要！

231隻

内訳

船舶, 184隻, 

81%

物件, 43隻, 

19%

227隻

内訳

184隻

衝
突

航行中
目的地向け航行中、見張り不十分により、衝突した
もの。

遊走 遊走中、操船を誤り衝突したもの。

錨泊
錨泊後、遊漁や作業に没頭し、見張りを怠り、接近
してくる船舶に気付かず衝突したもの。

漂泊
漂泊中、遊魚等作業に没頭し、見張りを怠ったため
衝突したもの。

【衝突原因別の割合】 【衝突対象別の割合】 【船舶同士の衝突時における動態別の割合】

約10割 約8割

見張り不十分及び操船不適切の主な事例

漂泊・錨泊中も
見張りをしてね！

 衝突を防止するためには、安全な速力での航行と適切な見張りが大切



見張り不十分, 

53隻, 31%

水路調査不十分, 

46隻, 27%

船位不確認, 

35隻, 20%

操船不適切, 19隻, 

11%

居眠り運航, 10隻, 6%

気象海象不注意, 3隻, 2%

その他の運航の過誤, 5隻, 3%

無し, 117隻, 

68%

有り, 49隻, 

29%

不明, 5隻, 3%

乗
揚

水路調査
不十分

携帯電話の地図機能等、水路情報が表示されない
地図を用いて航行中、浅瀬に乗揚げた。

船位不確認

目視による見張りのみを行い、レーダー、海図等
で自船の位置を確認しなかったことにより、目標
物を見誤り、浅瀬に乗揚げた。

浅瀬(岩), 

71隻, 

42%

定置網, 29隻, 

17%
浅瀬(砂), 19隻, 

11%

海岸, 9隻, 5%

護岸, 6隻, 

3%

浅瀬(泥), 6隻, 

3%

浅瀬(珊瑚礁), 3隻, 

2%

防波堤, 1隻, 1%

その他, 27隻, 

16%

9. ７-８月のプレジャーボートの乗揚事故発生状況（H24-H28累計）

乗揚事故船舶の約７割は事前に水路調査を行っていない！

247
（57％）

220
（59％）

264
（63％）

171隻 171隻 171隻

【乗揚原因別の割合】 【事前に水路調査を実施
の有無の割合】

【乗揚対象別の割合】

約7割

水路調査不十分及び船位不確認の主な事例
事前に海図等で浅瀬や

定置網など危険な場所

を把握しよう！

 最新の海図を用意して、事前に十分な水路調査を行いましょう。



人, 38件, 

41%

船, 39件, 

43%

物件, 15件, 

16%

約7割

水上オートバイ, 

27隻, 69%

モーターボート, 

8隻, 21%

その他, 4隻, 

10%
被引浮体遊具, 

16人, 42%

遊泳中, 

13人, 

34%

サーフィン中, 

2人, 5%

ウェイクボード中, 

2人, 5%

磯遊び中, 1人, 3% その他, 4人, 

11%

10. ７-８月の水上オートバイの衝突事故発生状況（H24-H28累計）

水上オートバイ同士、遊泳者、被引浮体遊具との衝突が多発！

247
（57％）

220
（59％）

218
（62％）

39隻 92件

内訳

38人

【衝突相手（船舶）別の割合】 【衝突相手別事故件数の割合】 【衝突相手（人）の活動別の割合】

約4割

約4割

内訳

約4割

※被引浮体遊具：バナナボート等



11. 花火大会に関連するプレジャーボートの事故発生状況（H24-H28累計）

花火大会に関連した事故の推移 事故時動態別の割合

事故種類別の割合

20

15

20

9

15

10

3

14

22

18

0

5

10

15

20

25

0

5

10

15

20

25

H24 H25 H26 H27 H28

事故隻数 死傷者数

（隻） （人）

帰港中, 51隻, 

64%

観覧に向かう途中, 

22隻, 28%

観覧中, 6隻, 8%

79隻

乗揚, 30隻, 

38%

衝突, 28隻, 

35%

機関故障, 10隻, 

13%

運航阻害, 3隻, 4%

推進器障害, 2隻, 2%

安全阻害, 2隻, 3%
その他, 4隻, 5%

79隻

約6割

約7割



１2. まとめ（船舶事故）

夏季期間の船舶事故の傾向分析

 プレジャーボート事故は、７月、８月で年間総数の約３割を占める

 ７月、８月の事故は、土日祝日で約６割発生

 プレジャーボートの用途別割合は、モーターボート、水上オートバイが約7割を占める

 機関故障等の事故は、発航前の検査、業者整備で防げる可能性のある事故が多い

 衝突事故は、見張り不十分、操船不適切が多い

 乗揚事故は、事前の水路調査の未実施が多い

 水上オートバイの対人衝突事故は、被引浮体遊具（バナナボート等）との衝突が約4割

 花火大会に関する事故は、帰港中の乗揚、衝突が多い

花火大会の帰りは

・夜間の航行

・船舶が混雑している

など危険な要素が多い

安全な速度で航行し、
常時適切な見張りを

行うことが大切！



人 身 事 故



1 1 0 2
8

14

88

151

23

5 3 10

160

磯遊び中 釣り中

サーフィン中 ボードセーリング中

スキューバダイビング中 ウェイクボード中

その他 遊泳中

0

250

500

H24 H25 H26 H27 H28

遊泳中 釣り中 磯遊び中 サーフィン中 その他

247
（63％）

遊泳中, 

1,196人, 

61%

釣り中, 174人, 

9%

磯遊び中, 132人, 

7%

サーフィン中, 

116人, 6%

その他, 346人, 

17%

１. マリンレジャーに伴う海浜事故の発生状況

夏 季 に 遊 泳 中 事 故 急 増！

（人）

６割が遊泳中の事故！

1,964人

遊泳中の事故が最多！

247
（57％）

430
370 352

393 419

（人）

220
（59％）

218
（62％）

264
（63％）

※H24-H28平均

【活動内容・月別発生状況】

※H24-H28累計

【7-8月の活動内容別発生状況】

【7-8月のマリンレジャーに伴う海浜事故の推移】

 夏季は遊泳中の事故が急増



167
138 144

161
172

0

50

100

150

200

250

300

H24 H25 H26 H27 H28

死者・行方不明者 生存者

２. 7－8月の遊泳中事故発生状況

死者・行方不明者が３割！ 飲んだら泳がない！

【飲酒有の死者・行方不明者の割合】

【飲酒無の死者・行方不明者の割合】

247

220 218

247

264

（人）

80
（32％）

220
（59％）

218
（62％）

264
（63％）

82
（37%） 74

（34％）

86
（35％）

92
（35％）

死者・行方不明者

103人

57%
181人

1,015人

死者・行方不明者

311人

31%

生存者

78人

43%

生存者

704人

69%

死
亡
率
が
約
２
倍

【遊泳中の事故者数の推移 】

※H24-H28累計

飲酒後は泳がないようにしましょう！



保護責任者の

監視不十分,

63人, 42%
その他, 87人, 

58%

３. 7－8月の遊泳中事故の年代別発生状況（H24-H28累計）

年代別発生状況 年代別 死者・行方不明者の割合

10歳未満, 150人, 

12%

10歳代, 

295人, 

25%

20歳代, 212人, 

18%

30歳代, 158人, 

13%

40歳代, 151人, 

13%

50歳代, 82人, 

7%

60歳以上, 

148人, 12%

1,196人

10歳未満の事故原因別発生状況

150人

10歳未満, 17人, 4%

10歳代, 53人, 
13%

20歳代, 73人, 
17%

30歳代, 55人, 
13%

40歳代, 69人, 
17%

50歳代, 49人, 
12%

60歳以上, 98人, 
24%

414人

小
さ
い
子
か
ら
、

目
を
離
さ
な
い
で
ね
！

 海で遊ぶ際、保護者は子供から目を離さないようにしましょう！



離岸流, 200人, 

17%

その他, 996人, 

83%

４. 7－8月の離岸流を原因とした事故発生状況（H24-H28累計）

離岸流を原因とした遊泳中の事故発生位置 離岸流を原因とした遊泳中の事故発生状況

海 岸

1,196人

離岸流： 沖へ流れる、海水の強い流れ

 離岸流に流されたら、海岸と平行に移動し回避しよう！



死者・行方不明者, 

96人, 53%

生存者, 84人, 

47%

【飲酒無の死者・行方不明者の割合】

死者・行方不明者, 

25人, 74%

生存者, 9人, 

26%

【飲酒有の死者・行方不明者の割合】

17

11

23

27

15

0

30

60

H24 H25 H26 H27 H28

死者・行方不明者 生存者

５. 7－8月のシュノーケリング中事故発生状況

死者・行方不明者が５割！ 飲んだら泳がない！

42

34

45

56

37

（人）

25
（60％）

264
（63％）

23
（68%）

22
（49％）

29
（52％）

22
（59％）

34人

180人

【シュノーケリング中の事故者数の推移 】

※H24-H28累計

 通常の遊泳中の事故より、死亡率が高い！

死
亡
率
が
約

倍
1.5



遊泳禁止海域, 171人, 14%

海水浴場（遊泳不可）, 72人, 6%

その他, 423人, 36%

海水浴場（遊泳可能）, 530人, 

44%

【遊泳場所別発生状況】

６. 7－8月の場所別遊泳事故発生状況（H24-H28累計）

監 視 員 の い る 海 水 浴 場 で 泳 ご う！

1,196人 約６割

溺水, 366人, 

69%

帰還不能, 97人, 

18%

その他, 67人, 

13%

【海水浴場（遊泳可能）の事故内容別発生状況】

530人
溺水, 337人, 

51%

帰還不能, 252人, 

38%

その他, 77人, 

11%

【海水浴場（遊泳可能）以外の事故内容別発生状況】

666人

帰還不能事故が約２倍

 遊泳は、監視員が常駐する海水浴場で泳ぎましょう！



７. 第一管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

62

1 1 1 1
0

70

北海道 愛知県 千葉県 長崎県 東京都

【事故者の住所別事故発生状況】
（人）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外



８. 第二管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外
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【事故者の住所別発生状況】（人）



９. 第三管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外
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38 33
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富
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兵
庫
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外
国
籍

【事故者の住所別発生状況】
（人）



１０. 第四管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外
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【事故者の住所別発生状況】（人）



1１. 第五管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外

（人）
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【事故者の住所別発生状況】



１２. 第六管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外
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【事故者の住所別発生状況】（人）



１３. 第七管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外

（人）
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【事故者の住所別発生状況】
（人）



１４. 第八管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）
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【事故者の住所別発生状況】
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海水浴場（遊泳可能）以外
（人）



１５. 第九管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外

（人）
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１６. 第十管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）
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１７. 第十一管区海上保安本部内の遊泳事故発生位置（H24-H28累計）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外

（人）

海水浴場（遊泳可能）

海水浴場（遊泳可能）以外

（人）
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【事故者の住所別発生状況】



 離岸流を原因とする遊泳中の事故は約２割

 シュノーケリング中の事故のうち死者・行方不明者は約5割

１８. まとめ（人身事故）

夏季期間の人身事故の傾向分析

 ７～８月に、遊泳中の事故が急増

 遊泳中の事故者のうち死者・行方不明者は約３割

 飲酒が要因の遊泳中の事故は、飲酒しない場合と比較して死亡率が2倍

 １０歳未満の事故者のうち保護責任者の監視不十分がとされるものは約４割

 遊泳中の事故では、遊泳禁止海域等での事故が約６割

1. 決して流れに逆らって泳がない！

2. 岸と平行に泳ぐ！（離岸流の幅は１０～３０ｍ）

3. （離岸流から抜け出せたら）岸に向かって泳ぐ！
離岸流に遭遇したら！

シュノーケルクリアを

しっかり習得しよう！

シュノーケルに水が入った場合に、

短く、強く息を吹き出すことで、水を

排除する技術。

【シュノーケルクリア】



海の安全情報

参考 海の安全情報の紹介

 プレジャーボートや漁船などの船舶運航者、マリンレジャー愛好者の方々に対して、事故

防止に関する様々な情報を提供しています。

 北海道から沖縄まで地域にあわせた海の安全情報を提供しています。

海の安全情報

http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/mics/海の安全情報はこちらから

マリレ情報
よろず屋 海の安全運動

一管区 二管区 三管区 四管区 五管区 六管区

七管区 八管区 九管区 十管区
十一
管区

海の安全情報 海の情報 海の安全情報

漁船海難月報 海の安全情報 海の安全 沖縄の海洋情報

３２

（スマートフォンサイト）

http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/mics/
kubota-gpirg
フリーテキスト
※各タイトルをクリックすると、各サイトに飛びます。

http://www6.kaiho.mlit.go.jp/01kanku/kisyou.html
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/01kanku/kisyou.html
http://www.kaiho.mlit.go.jp/03kanku/05koutuuanzen/anzenjyouhou/index.html
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/04kanku/kisyou.html
http://www.kaiho.mlit.go.jp/05kanku/contents/information/
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/05kanku/kisyou.html
http://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/gyoumu/kaiko/koukouanzen/gyosen/gyosen.html
http://www.kaiho.mlit.go.jp/08kanku/kainan/kainantop.html
http://www.kaiho.mlit.go.jp/09kanku/subpage.html.fold/subpage-umianzen.html
http://www.kaiho.mlit.go.jp/10kanku/anzen/index.html
http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN11/


〜アンケートのお願い〜ミニボート等に乗船する際の注意点について！
（公社）⽇本海難防⽌協会においてミニボートの利⽤者に対するアンケートを実施しております。
協会ホームページからアクセスいただきご回答をお願いいたします(http://www.nikkaibo.or.jp）

※スマートフォン以外の携帯電話からは表示出来ない場合があります。
！

ボート上で急に⽴ち上がると、ボートが転覆したり、バランスを崩して海中転落することがあります。ボート
上で移動する際は、慌てることなく十分に注意して動作をとって下さい。

ボート上で急に⽴ち上がらない！⽚側に寄らない！☞

ボートは、気象海象に左右されやすく、荒天で風が強くなったり、波が高くなると、⾃⼒で帰港できなくなる
ことがあります。必要以上に沖合いに出ないようにしましょう。

必要以上に沖合いに出ない！☞

ボートが横波を受けると船体は左右に揺れ、転覆の危険性が生まれます。横波を受ける状態で⻑く⾛ることは
絶対に避けましょう。

波の方向に十分注意する！☞

昼間でも、波の間に浮かぶボートは、他の船から想像以上に⾒えにくいものです。他の船がこちらを⾒ている
と思うことなく、乗船中は⾒張りを確実に⾏うとともに、旗やレーダーリフレクターの装着を励⾏し、事故を
防ぎましょう。

⾒張りを確実に⾏い、ボートに旗を⽴てる！☞

ボートに乗船する際に救命胴衣を常時着⽤するのは基本中の基本です。ボートから落⽔した場合も、救命胴衣
を着⽤していれば助かる確率が高くなります。また、携帯電話は防⽔パックに入れ、万が一落⽔した際の海上
保安庁（118番）等への連絡手段の確保に努めましょう。

救命胴衣を確実に着用し、連絡手段を確保する！☞

夜間航⾏する場合は、全周灯等の法定設備を点灯しなければなりませんが、たとえ点灯していてもミニボート
は他船から⾒えにくいため、夜間は航⾏しないようにしましょう。

夜間は船を出さない！☞

海の安全情報（沿岸域情報提供システム）等で気象・海象情報を確認しましょう。
こまめに天気情報をチェックする！☞ ☞ スマホ用 携帯用

３３

http://www.nikkaibo.or.jp

